
２００７愛知県農業総合試験場の１０大成果

デュロック種新系統「アイリスナガラ」

愛知県農業総合試験場では、現在農家で利用されている「サクラ２０１」に

替わる新しいデュロック種系統「アイリスナガラ」を平成１２年より岐阜県

と共同で系統造成を行ってきました。この系統造成は日本で始めての県と県

による共同開発です。

「アイリスナガラ」はロースが太いなど産肉性が高いのが特長です。１日平

均増体重1000g以上で発育が良く、背脂肪も2.0ｃｍ前後と適度な厚さです。

また、肉質もロースにサシが入り易い傾向にあります。繁殖成績も良好で、

「アイリスナガラ」の利用で効率的な肉豚生産ができます。

今回、本県独自の系統豚が３系統（アイリスナガラ、アイリスＬ２、アイリ

スＷ２、）揃ったことにより、系統豚の県内普及率を現在の６６％から７

５％に高め、普及に努めています。

「アイリスナガラ」 雄


